
「認定歯科衛生士が長く活躍できる環境とは」 
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 治療歯科から予防歯科へシフトしている昨今、マイクロスコープを上手く使いこなすこ

とができる歯科衛生士へのニーズはますます高まるばかりである。しかし、マイクロスコ

ープを上手に使いこなすには一定期間を要するにも関わらず、結婚や出産を機に仕事を辞

めてしまう歯科衛生士も少なくない。したがって、歯科医院において歯科衛生士がマイク

ロスコープをトレーニングするための環境に加え、仕事に復帰した後も長く働ける環境が

求められている。 

 現在、当院には育児短期間勤務中の歯科衛生士が２名在籍しているが、出産や育児を通し

て社会人経験が豊富になったことを生かすことで、マイクロスコープを使いこなす歯科衛

生士がさらに活躍できるチャンスが広がっている。今回、認定歯科衛生士・認定歯科医師

双方の立場からマイクロスコープのトレーニング法、そして仕事に復帰しやすい環境作り

の取り組みについても話してみたい。 
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